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■講演要旨■
はじめに
Societ 、So、のôô考えていくことでで∵とが重要である。

人類の長い歴史の中で、狩猟採集、農耕、大量
生産というように社会構造の様々なものが進化し
てきた。後からさかのぼってみるとそのように言人、地域、国の行政機関において色付

けしていってほし

い。

実現に向け必要なこと
今後問われるのは、ＡＩが生活に浸透したときに
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幸田 農林水産省東海農政局長
2013年よりＩｏＴやＡＩを活用した「スマート農
業」に取り組んでいる。勘と経験による技術の習得
では時間と労力がかか 技就農者にも熟練

技術を身につけさせることが可能となる。
三重県津市の農園では、センサーを用いて生い

。度
中に生産を開始する予定である。
他の企業の産

予 中 産
厭





信州大学の半田副学長

名古屋工業大学の
江龍副学長

豊田会長の挨拶の後、 会 会 後 後 の 港 ために、中部圏における
イノ∵求

められる機能」では、中部圏
における拠点の必要性と拠
点に求められる機能の案を
提磁めお磁ゐ。

テーマⅡ「イノベーション力強化に向けた人材育
成のあり方｣では、中部圏におけるリけ

成された。
意見交換所感で、佐々木副会長は、「大企業の姿
勢がベンチがが

勢

チ 勢 チが ン ベ むミ 勢 が むミ 、
チ

大大 むミ、
小企駆


